
第４学年 図画工作科学習指導案

は組 男子 19 名 女子 19 名 計 38 名

指 導 者 所 﨑 陽

１ 題 材 集まれ！ おしゃれにデコったアンブレラ

２ 題材について

(1) 題材の位置とねらい

本題材は，生活で身近に使っている傘を，自分なりの表現を考えながら，形や色などを工夫して飾

り付けをしながら表したい感じの傘になるように工作に表す題材である。

この期の子どもたちは，少しずつ周囲の環境が自分の生活と密接に関連していることを意識し始め

てきている。さらに，祭などの伝統や文化が自分の生活とも関わりがあることを少しずつ感じ始めて

いる。また，表現する際には，つくりたいものへの思いを基に，アイデアスケッチなどをすることを

通して，形や色などから自分なりのイメージをもつようになってきている。そして，友達や自分自身

との対話を通して，より自分の表現にこだわりをもって製作することができるようになってきている。

そこで，傘を使って，それに自分なりの表現を考えながら飾り付けをしていくことは，自分の生活

と関連を図ったり，言語活動や体験活動を充実していくことで，自分の表したいおしゃれな傘のイメ

ージと形や色などの見るポイントを強く関係付け，つくりだす喜びを味わうことができる。また，傘

に様々な飾り付けをしながら，表したい感じになるように，形や色，材料などの組合せを試行錯誤し

ながら表現することでつくりだす力を伸ばしていくことができる。そして，見るポイントを基に，自

分や友達の作品を見たり，友達と表現の工夫や課題について話し合ったりすることで，お互いの作品

のよさに気付いたり，課題を見つけたりして感じ取る力を伸ばすことができる。さらに，生活と関連

の深い傘に，飾り付けをしていくことで，日常の生活に潤いをもたらす傘としての役割について理解

を深め，つくりたい傘に合わせて，はさみや化学接着剤などを適切に用い､知識・理解，技能を高め

ていくことができる。

このように，見るポイントと自分なりのイメージを関係付けながらつくりたい傘になるように飾り

付けをしていく本題材は，生活との関連を図りながら身の回りのもののよさに気付くことができる。

そして，この題材は，４年生の題材「この絵が変身」で，自分で考えた話の展開に合わせて紙の折る

回数や折り方を練り，日本の文化の一つである漫画をつくる題材へと発展していく。

(2) 指導の基本的な立場

本題材で扱う傘は，日常生活にとても関係があり，子どもたちにとって馴染みのあるものであると

ともに，デザインしていく楽しさもある。さらに，透明色のビニールでできているものを材料として

使用し，飾り付けをする際に，光の透過性を生かし，光を材料として取り入れて表現をすることがで

きる。また，形がドーム型で，外側からだけでなく，内側からも見るなどいろいろな角度から見る面

白さも味わうことができる。このように，色や形の工夫が多彩にでき製作に試行錯誤しながら取り組

める。そのため，子どもたちは，このような傘の特徴を生かしながら，製作の過程で体験活動や言語

活動を通して，学習に意欲的に取り組むことができると考える。

そこで，自分の表したい傘をつくるためには，まず，自分の思いを大切にしながらアイデアスケッ

チをかいたり，つくりながら変化していく形や色などを基にしたりしてイメージを具体化し，思考を

練り上げる場を設定する必要がある。次に，自分や友達の傘を鑑賞する際に，見るポイントとイメー

ジがどのように関係付けられているかを話し合ったり，様々な角度から見て感じたことを伝え合った

りして，お互いの表現の課題を見付けられるようにする。さらに，表したい傘にするために，材料の

特徴を考えながら，用途に応じて適切にはさみや化学接着剤を用いることができるようにする。

このような学習を通して，子どもたちは，自分のつくりたい傘への思いを深め，形や色などをイ

メージを基に具体化した経験をのよさを感じながら，つくりだす喜びを味わい，表現へのこだわり

をはぐくむことができると考える。
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(3) 子どもの実態

本学級の子どもたちは，工作について（※１），こ

れまでの経験を通してほとんどの子どもたちが好き

である（※１）。しかし，「好きではない」と答えた

子どもも１名いる。その理由として，表現したい思

いはあるもののうまくつくることができないことが

あげられている。その子どもは技能面に課題がある。

そのため，机間指導をしながら個別に用具の使い方

について指導し，自分の思いが作品に表すことがで

きるようにする。

傘のテーマを考えることについては（※２）は，

多くの子どもたちが，アイデアスケッチをしてテー

マを考えることができた。しかし，テーマを考えら

れなかった子どもが４名いる。その理由として，傘

にいろいろなものを飾り過ぎてしまい，つくりたい

もののテーマがはっきりしないことがあげられた。

そのため，題材の導入で，つくりたい傘のテーマを

はっきり決められるようにどのような飾り付けを

するのかをイメージマップを作成したり，アイデア

スケッチをしたりしてテーマについて十分考えら

れるようにする。

友達の作品を見ることと自分の作品を見せること

では（※３，４），好きだと答えた子どもの人数に大

きく差がある。鑑賞活動の中で，不安を抱きながら

鑑賞をしていることが分かる。そのため，題材の導

入でイメージマップについて話し合ったり，アイデ

アスケッチを鑑賞したりする活動を設定し，友達と話し合いながら構想を練り，自信をもって製作

に臨めるようにする。

化学接着剤とのりを使い分けることについて（※４）は，理解していない子どもが６名いた。そ

のため，掲示資料を使って，いつでも確認をしながら製作に取り組めるようにする。

(4) 指導上の留意点

ア 意欲的に製作に取り組むことができるように，導入で飾り付けをした傘と飾り付けをしていない

傘を鑑賞し，飾り付けをした傘の表現のよさを感じ取れるようにする。また，製作の途中でも意欲

的に取り組めるように鑑賞の場を設定して，自分の課題を明らかにし解決方法を見出すことができ

るようにする。

イ 見通しをもって製作に取り組むことができるように，導入でイメージマップの作成やアイデアス

ケッチをする場を設定する。そして，自分なりのイメージをもち，つくりながらさらに形や色など

を工夫できるようにする。

ウ 友達の表現のよさに気付き，自分の製作に生かすことができるように，見るポイントを基に作品

を鑑賞し，イメージと結び付けていけるようにする。さらに，鑑賞活動を導入と製作途中で，友達

と話し合う共通の場を設定する。

エ 伝統・文化の視点で傘を飾り付けしていくことができるように，鹿児島市に古くからある「曽我

どんの傘焼き」の紹介をする。さらに，用具の適切な使い方について理解できるように，黒板に用

具の使い方についての資料を掲示し， 製作途中でも振り返りながらつくることができるようにす

る。

実態調査 ４年は組 38 名（４月中旬実施）

１ 工作について ※１

好き（37 名） 好きではない（1 名）

〈好きな理由〉

・ 自分なりの作品をつくることができる

・ 自分の課題を解決できる など

〈好きではない理由〉

・ 作品をつくるときに思い通りにつくれない

２ 傘のテーマを考えることについて ※２

テーマを考えることができた（34 名）

テーマを考えることができなかった（4 名）

〈考えたテーマについて〉

・ 空飛ぶ傘 ・ 魔法傘 ・ 音符傘

・ お菓子傘 ・ おもちゃ傘 ・ 深海傘 など

３ 友達の作品を見ることについて ※３

好き（37 名） 好きではない（１名）

〈好きな理由〉

・ 新たなアイデアが浮かぶ

・ 友達の工夫を生かせる など

〈好きではない理由〉

・ 自分の作品をつくっていたい

４ 自分の作品を見せることについて ※４

好き（25 名） 好きではない（13 名）

〈好きな理由〉

・ 自分の課題が見つかる

・ 作品の感想が聞きたい など

〈好きではない理由〉

・ うまくつくれない

・ 自分の作品に自信がない

５ 材料によって化学接着剤とのりを使い分けることにつ

いて ※５

理解している(32 名) 理解していない(6 名)
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３ 目 標

(1) 形や色などの見るポイントと自分なりのイメージを関係付け，自らの課題を解決し，進んで思

いに合わせた傘をつくることができる。

(2) ○ 見るポイントとイメージを関係付けがら，表したい感じになるように形や色などを工夫しな

がら飾り付けをして，自分なりの傘をつくることができる。

○ 表現活動の様々な場で，見るポイントを基に作品を鑑賞し，友達と話し合う中でお互いの飾

り付けの工夫のよさを感じ取ることができる。

(3) つくりたい傘になるように，はさみや化学接着剤などの用具を工夫して用い，表現することが

できる。

４ 指導計画（全６時間） ※ は日常生活との関連を示す。

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働きかけ

２ 題材のめあてを話し合う。

３ イメージマップやアイデアスケッチ

をかく。

４ 自分なりの傘をつくる。

(1) イメージマップやアイデアスケッ

チを基に製作をする。

(2) 中間鑑賞活動をする。

(3) 中間鑑賞活動を生かして製作す

る。

５ つくった傘を鑑賞する。

１

４

1

○ 見通しをもち，意欲的に製作ができる

ように，イメージマップやアイデアスケ

ッチについて鑑賞する場を設定し，友達

の意見を参考にしながら，構想を練るこ

とができるようにする。

○ 自分の傘の形や色などについて考え

を深め，製作の方向性をもてるようにす

るために，イメージマップやアイデア

スケッチをかくようにする。

○ 透明色の特性に気付かせ，作品に生か

せるようにするために，光の透過性を生

かした材料が選べるようにする。

○ つくりながら様々な発想が広がるよ

うに，友達と自由に話をして活動が展開

できるようにする。

○ 表現の課題を意識して製作ができる

ように，自分の課題で解決できたとこ

ろとできていないところについて話し

合うようにする。

○ こだわって製作できるように，中間鑑

賞活動で感じたり，考えたりしたことを

基に製作できるようにする。

○ 友達の表現のよさを感じ取れるよう

にこれまでに気付いてきた見るポイン

トを基に鑑賞し，それぞれの思いが表れ

ているところを認め合うようにする。

１ 傘の飾り付けをする楽しさにつ

いて話し合う
動機付け

表 現

形や色を工夫して，世界に一つし

かない自分のかさをつくろう。

友達の傘も形や色が工夫されているな。

生活の中にもこの傘を生かしてみたいな。

評価

鑑 賞

○ 学習への意欲を高めるために，飾り

付けをしてない傘としてある傘を比

較させ，飾り付けをするよさに気付か

せる。その際，傘に飾り付けをするこ

とが伝統文化と関連があることにも

気付かせるために，曽我どんの傘焼き

等の画像を提示する。

発想

下から見たり，上から見たりし

ていろいろな向きから見るとい

いな。上から見たらお菓子の形が

見えるようにして，裏から見ると

お菓子がぶら下がっているよう

にしよう。

生活との関連「知覧の傘灯籠」「曽我ど

んの傘焼き」【伝統文化】

白

赤

イチゴ

アメ 丸黄

茶

四角

ケーキ

クッキー

お菓子の傘

【イメージマップ】

【イメージの具体化】

本時

第２時

お菓子の傘にしたいな。ケーキ

やクッキーを飾りに付けよう。色

はたくさんの色を使ってカラフ

ルにしたいな。【思い】
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５ 本 時（４／６）

(1) 目 標

ア 中間鑑賞活動で，自分や友だちのよさに気付き，自分なりの課題をもって進んで傘に飾り付け

することができる。

イ 中間鑑賞活動で，見付けた自分なりの課題を基に，形や色などを工夫し試行錯誤しながらつく

りたい傘をつくることができる。

ウ 中間鑑賞活動や製作の途中で，友だちと話し合いながら友だちや自分の作品のよさに気付き，

自分の作品に生かすことができる。

エ 化学接着剤やのりを材料によって使い分けたり，つくりたいものに応じてはさみを適切に用い

たりすることができる。

(2) 本時の展開に当たって

製作の途中で，新たな自分の課題を見出しさらに工夫しようとする意欲を高めさせるために，導

入段階で，中間鑑賞活動の場を設定する。さらに，鑑賞をする際は，表現へのこだわりをはぐくめ

るように見るポイントや自分なりのイメージについてお互いに話すことができるようにする。そ

して，話し合ったことを基に自分の課題をもって，今後の製作に取り組めるようにする。

展開の場では，自分の課題を解決できるように，机間指導をしながら，それぞれの課題をどのよ

うに解決していくか，助言していくようにする。

(3) 実 際

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働きかけ

１ 学習計画を基に，本時のめあてに

ついて話し合う。

２ 中間鑑賞活動をする。

・ 見るポイントとイメージを関係

付けて話し合いをする。

３ 中間鑑賞活動を通して，見付けた

課題をまとめ，発表する。

４ 見付けた課題について考えながら

傘に飾り付けをする。

５ 自分の課題解決に向けて，取り組

んだことを発表する。

(分)

20

20

５

○ 鑑賞活動のよさを実感できるように，

今までの鑑賞活動の経験を振り返らせな

がら，これから自分の表現に生かしてい

けるようにする。

○ 自分なりの課題を見付けることができ

るように，見るポイントとイメージの関

係について友達と話をすることができる

ようにする。

○ 中間鑑賞活動を通して，見付けた課題

を自覚化できるように，言葉でまとめ，

発表する場を設定する。

○ 化学接着剤等の用具を適切に使うこと

ができるように，掲示資料を活用しなが

ら使い方について確認する。

○ 自分の課題をよりよく解決できるよう

にするために，机間指導をしながら，発

想面や技能面について助言する。

個 製作する意欲が高まらない子どもに

は，友達と話す場を新たに設定し，工夫

するところがないかアドバイスをもらえ

るようにする。

○ 新たにつくりだすよさを実感できるよ

うにするために，自分の課題解決に向け

て取り組んでいることを称賛する。

○ 製作の意欲を高めるために，中間鑑賞

活動で見付けた課題を基に，どのように

して解決しているかを発表する場を設定

する。

評価

動機付け

発想

鑑 賞

友だちと話し合ったことを生

かして，さらに飾り付けを工夫し

よう。

カラーセロハンで飾り付け

をして，色がカラフルになり，

おしゃれな感じになりました。

友達からいろいろな色のお

菓子をつけたらもっと，楽しい

感じがするといわれました。や

ってみたいと思います

表 現

友達から教えて

もらったことを生

かして，カラーセ

ロハンを使ってお

しゃれにしよう。
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